
報
告
の
一
つ
は
柳
下
礼
子
県
議
の

「
２
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て
」
で

し
た
。
今
議
会
で
は
、
平
成
2₉
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
70
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

３
月
₂₈
日
（
火
）
さ
い
た
ま
市
の
自
治
労
連
会
館
で
、
民
主
県
政
の
会
第

₇₀
回
代
表
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
先
立
ち
、
日
本
共
産
党
埼
玉

県
議
団
か
ら
﹁（
県
議
会
）
２
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て
﹂
と
﹁
高
知
県
産

業
振
興
視
察
﹂
の
二
つ
の
報
告
が
行
わ
れ
、
上
田
県
政
と
県
議
会
の
様
子
、

高
知
視
察
か
ら
見
え
る
県
政
の
あ
り
方
な
ど
学
び
ま
し
た
。

は
、
八
ッ
場
ダ
ム
や
思
川
開
発
事
業

へ
の
負
担
金
や
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
で
自
治
体
の
財
政
力
を
理
由

に
補
助
率
で
差
別
す
る
こ
と
は
問
題

だ
と
し
て
、
当
初
予
算
な
ど
10
件
に

反
対
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
関
心
を
呼
ん
で

い
る
「
防
災
ヘ
リ
の
有
料
化
」
が
自

民
党
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
共
産

党
県
議
団
は
、
埼
玉
県
の
山
岳
遭
難

で
は
「
道
迷
い
」
が
多
く
有
料
化
で

は
無
謀
な
登
山
は
抑
制
で
き
な
い
こ

と
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
町
中
で
も

危
険
は
潜
ん
で
お
り
、
山
だ
け
、
埼

玉
県
だ
け
有
料
化
す
る
こ
と
は
法
の

下
の
平
等
に
反
す
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に
反
対
し
ま
し
た
。
一
方
、
米
軍

輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
県
内
飛
行
や

米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
質
問
で

は
、
上
田
知
事
が
「
基
地
関
連
収
入

で
経
済
が
回
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。
返
還
で
活
用
さ
れ
る
ほ
う

が
国
民
に
有
益
」
と
答
弁
す
る
場
面

が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
の
二
つ
目
は
村
岡
正
嗣
県
議

が
「
高
知
県
産
業
振
興
視
察
レ
ポ
ー

ト
」
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。

高
知
県
視
察
は
昨
年
11
月
、
民
主

県
政
の
会
な
ど
と
共
同
で
行
わ
れ
た

も
の
。
高
知
県
は
埼
玉
県
と
比
べ
約

10
分
の
１
の
人
口
で
、
財
政
力
指
数

も
全
国
第
4₆
位
と
い
う
産
業
振
興
で

は
大
き
な
ハ
ン
デ
を
抱
え
て
い
ま

す
。
県
の
大
部
分
を
山
間
地
に
囲
ま

れ
、
南
側
に
は
太
平
洋
が
広
が
る
高

知
県
。
尾
崎
正
直
知
事
の
県
政
は
、

埼
玉
県
で
も
大
い
に
参
考
に
な
る
こ

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
授
業
料
全
額

補
助
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

と
を
伺
わ
せ
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号

以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
、
公
立
高
校
の
授

業
料
無
償
化
に
伴
い
、
全
国
的
に
私

学
へ
通
う
子
ど
も
の
世
帯
に
も
、
一

律
１
１
８
、
８
０
０
円
の
就
学
支
援

金
が
支
給
さ
れ
、
私
立
学
校
の
実
質

授
業
料
無
償
化
に
向
け
た
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
て
か
ら
７
年
目
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
２
０
１
４
年
度
か
ら
は

す
べ
て
の
家
庭
に
支
給
し
て
い
た
就

学
支
援
金
が
、
年
収
９
１
０
万
円
以

上
の
家
庭
に
は
支
給
し
な
い
と
い
う

所
得
制
限
が
か
か
り
、
そ
の
後
２
０

１
６
年
度
か
ら
は
全
国
の
高
校
生
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

一
方
、
埼
玉
県
に
お
い
て
は
県
独

自
の
制
度
に
よ
り
、
２
０
１
７
年
度

の
授
業
料
助
成
に
つ
い
て
は
表
１
の

よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。
家
計
急
変

世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て

村
岡
県
議
（
中
央
）
の
報
告

表１（埼玉県ホームページより）

﹁
授
業
料
無
償
、
年
収
６
０
９
万
円
未
満
世
帯
ま　

で

私
学
も
無
償
に
﹂
の
潮
流
さ
ら

に

強
ま
る

埼
玉
私
教
連

　櫻
井
昭
吾
中
央
執
行
委
員
長
・
寄
稿
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２
面
に
つ
づ
く
）
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統
廃
合
で
遠
距
離
通
学
強

い
ら
れ
た
生
徒
も

高
校
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
１
９

９
９
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
の

「
21
世
紀
い
き
い
き
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

構
想
」
に
も
と
づ
く
３
期
に
わ
た
る

「
推
進
計
画
」
で
全
日
制
高
校
を
１

５
３
→
１
３
４
校
に
、
夜
間
定
時
制

高
校
を
31
→
17
校
に
減
ら
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
進
行
し
た

「
新
自
由
主
義
経
済
政
策
」
に
よ
っ

て
格
差
と
貧
困
に
あ
え
ぐ
子
ど
も
た

ち
に
さ
ら
な
る
困
難
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
全
日
制
高
校
の

廃
校
に
よ
る
定
員
減
と
夜
間
定
時
制

高
校
の
廃
校
は
、
困
難
を
抱
え
る
子

ど
も
た
ち
に
遠
距
離
通
学
を
強
い
る

こ
と
と
な
り
、
通
学
定
期
を
買
え
ず

に
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
深
夜

に
自
転
車
で
危
険
な
目
に
遭
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
の
廃
校
は
地
域
社
会

の
活
力
の
減
衰
を
招
く
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

生
徒
減
の
い
ま
、
少
人
数

学
級
実
現
の
チ
ャ
ン
ス

「
方
針
」
は
、「
再
編
整
備
」（
＝

高
校
統
廃
合
）
が
必
要
な
理
由
と
し

て
今
後
の
中
学
卒
業
生
の
減
少
と
学

校
の
適
正
規
模
の
維
持
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
現
在
の
高
校
標

準
法
に
も
と
づ
く
１
学
級
定
員
40
人

と
そ
れ
に
対
す
る
教
職
員
配
置
数
を

前
提
と
し
て
お
り
、
大
き
な
問
題
点

を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
数
の
減
少
す
る
時
期
こ
そ
、

少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス

の
は
ず
で
す
。
ま
し
て
や
、
格
差
と

貧
困
の
拡
大
に
よ
る
困
難
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
そ
う
教
育
を
す

す
め
る
に
は
、
少
人
数
学
級
や
教
職

員
の
増
員
に
よ
り
き
め
細
か
な
教
育

を
保
障
す
る
条
件
整
備
こ
そ
、
教
育

行
政
（
県
・
県
教
委
）
の
責
務
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

県
の
２
０
１
７
年
度
全
日
制
高
校

の
父
母
負
担
軽
減
制
度
は
図
１
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
年
収
５
０
０
万
円
未
満

の
世
帯
に
は
３
７
５
、
０
０
０
円
、

年
収
６
０
９
万
円
未
満
ま
で
の
世
帯

に
は
２
５
０
、
０
０
０
円
の
補
助
で

し
た
が
、
今
年
は
年
収
６
０
９
万
円

未
満
の
世
帯
に
ま
で
３
７
５
、
０
０

０
円
の
補
助
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

（
図
の
◯新
の
部
分
）。
こ
れ
は
実
質

授
業
料
無
償
化
が
実
現
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

さ
ら
に
年
収
５
０
０
万
円
ま
で
の

世
帯
で
は
、
昨
年
と
同
額
の
20
万
円

の
補
助
が
上
乗
せ
さ
れ
、
合
計
５
７

５
、
０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

こ
の
額
は
、
県
内
の
私
立
高
校
授
業

料
の
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
学
費

（
授
業
料
＋
施
設
設
備
費
）
の
実
質

無
償
化
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

景
に
は
、
埼
玉
私
学
の
教
員
・
生
徒

・
父
母
で
構
成
す
る
「
埼
玉
私
学
助

成
を
す
す
め
る
会
」
が
、
日
ご
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
署
名
や
学
習

会
、
県
要
請
な
ど
地
道
な
活
動
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
積
み
重

ね
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に

「
子
ど
も
た
ち
が
、
お
金
の
心
配
な

く
安
心
し
て
学
べ
る
社
会
」「
教
育

は
お
金
で
買
う
も
の
で
は
な
く
、
国

民
が
受
け
る
べ
き
権
利
」
と
い
う
目

標
の
実
現
に
道
を
拓
く
大
き
な
成
果

と
い
え
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る

私
学
の
条
件
整
備
を
め
ざ
し
て
、
引

き
続
き
運
動
を
強
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
１
４
年
度
よ
り
、
新
た

に
低
所
得
世
帯
の
教
育
費
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
学
校
へ
の
納
付
金

以
外
の
教
科
書
・
教
材
・
学
用
品
等

を
負
担
す
る
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
年
々
拡
充
さ
れ
、
２

０
１
７
年
度
か
ら
生
活
保
護
世
帯
に

は
５
２
、
６
０
０
円
、
年
収
２
５
０

万
円
未
満
の
世
帯
に
は
、
第
１
子
に

８
４
、
０
０
０
円
（
２
０
１
６
年
度

６
７
、
２
０
０
円
）、
第
２
子
以
降

１
３
８
、
０
０
０
円
が
援
助
さ
れ
る

制
度
と
な
り
、
学
費
の
無
償
化
と
合

わ
せ
る
と
全
国
的
に
も
た
い
へ
ん
高

い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
要
求
が
前
進
し
て
き
た
背

図１（埼玉県ホームページより）

高
校
統
廃
合
で
な
く
少
人
数
学
級
教
職
員

増
の
実
現
を県

教
委
「
魅
力
あ
る
県
立
学
校
づ
く
り
」
を
批
判
す
る

●下

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合

中
央
副
執
行
委
員
長

弘
津
次
久

私
学
無
償
化
─
埼
玉
私
学
助
成
を

す
す
め
る
会
の
運
動
が
あ
と
押
し

（
１
面
よ
り
続
き
）
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